
 

業  種 トラック 

取組分野 教育・訓練 

テ ー マ 安全意識・安全運転技術向上のための教育 

取組の狙い 一方的な押し付け教育ではなく乗務員が進んで参加することができ、理

解しやすい内容の研修会を実施することにより、運転技術や事故防止意識

の向上を図り、「事故ゼロ」を目指す。 

具体的内容 愛知車輌興業株式会社では、キャリアカーにて商品車を運ぶため、商品

がムキ出しの状態であり、積降作業及び搬送時には非常に緊張を強いられ

るとともに、高い技術が必要になります。 

以前は、事故さえなければ良かったという時代で決められた作業手順は

なく、先輩から教えられた事がすべてでした。車両事故及び商品事故が多

発したことをきっかけに、平成１３年度より、会長の指導のもと安全はす

べてに優先するといった考えを導入し、安全教育に関する専門人員を揃

え、事故防止に力を入れるようになりました。 

安全教育の一例としては、全営業所において、以下の内容の安全研修会

を年２回開催しております。 

 

① 実車を使用した運転操作体験実習を行い、運転マナーの向上に重点を

置いた車線変更時の後続車、追従時、追い越し時の後方車間等の車間確

保の体験を実施しています。 

 

② 積降作業の体験実習を行い、乗務員の安全確保に係る安全作業実習の

他に、商品車を無傷でお客様までお届けするための取り扱いについても

実施しています。 

 

③ 運転や積降作業は乗務員に委ねられていることから、乗務員の安全に

対する意識の持ち方が事故に影響するため、運転や積降作業の実習だけ

でなく、「確実に見る」ことの重要性と「誤った判断」をしないといっ

た乗務員の安全意識向上を目的とした内容の研修を実施し、乗務員一人

ひとりの安全意識向上を図っております。（別添『「考えと行動」につい

て(参考)』) 

 

④ 研修会実施後には、アンケートを提出してもらい、研修の効果把握と

研修内容(プログラム)の変更に活用しています。 

  また、受講者の感想には、普段の自分の運転がいかに危険な運転だっ

たのかと感じたとの声も聞かれています。 

 

取組の効果 ① 事故の減少 

  Ｈ13 年度 交通事故  75 万㎞走行あたり １件(物損) 

  Ｈ21 年度   〃    550 万㎞走行あたり １件(物損) 

 

 



 

 

② 安全意識の向上 

  乗務員や管理者などが、現場の作業を安全にするため、「すべての

事故ゼロ」を目標に取り組んでいますが、車両の積降作業工程の見直

しや車両の改善などに関する乗務員からの提案も多く、安全に対する

意識がアップしています。 

なお、安全管理部において提案の内容を検討し、改善することにより

リスクの軽減が図られる良案は取り入れています。 

（表彰制度「年間」も設けています。） 

 

 「改善例」 

＊足が掛かる部分へ滑り止めテープを貼付 

＊商品車への損傷防止のプロテクターの貼付 

＊作業の安全と効率を考え柱へ取手を設置 

＊フロアの渡り板の追加設置（落下防止） 

 

 「改善提案件数の推移」 

   Ｈ18 年度 13 件 

    Ｈ19 年度 63 件 

Ｈ20 年度 310 件 

   Ｈ21 年度 291 件 

 

事業者名 愛知車輌興業株式会社 安全管理部 安全課 

（連絡先 052-822-7213  担当 三木 隆） 



安全意識の向上に向けた教育資料（抜粋） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
運転や作業での基本は、まず見ること。見た情報を正しく判断し行動します。

豊富な知識量により安全行動がとれるようになります。 

例えば、車間距離はどれだけ取れば良いか。自分では十分とっているつもり

でも実際は追突する恐れがある車間距離になっていることもあります。どれだ

け車間を空ければ追突しない距離なのかを知っていれば、事故防止になります。

実車による前後の車間距離確認体験で危険性を認識し、知識と合わせ安全な行

動が自然に出るようにすることが狙いです。 

上記資料を活用し、社員の意識に訴えるような教育を実施しています。 
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